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一　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
歩
み

　

大
学
史
編
集
所
が
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
資
料
セ
ン
タ
ー
）
に
改
組
改
称
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
八
年
六
月
一
日
の
こ
と
で
あ

る
。
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
は
そ
の
「
目
的
」
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
、
本
大
学
の
歴
史
、
創
設
者
大
隈
重
信
お
よ
び
関
係
者
の
事
績
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
将
来
に
伝
承
す
る
と
と
も
に
、

比
較
大
学
史
研
究
を
通
じ
て
、
本
大
学
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

す
で
に
私
は
、
本
『
記
要
』
第
四
二
巻
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
に
お
い
て
、
一
九
六
一
年
一
月
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
前
身
、
校
史
資
料
係

が
図
書
館
の
な
か
に
設
置
さ
れ
て
以
来
五
〇
年
の
経
緯
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
概
括
し
た
。

　

一
九
六
二
年
の
創
立
八
〇
周
年
を
前
に
し
て
、
大
学
に
関
す
る
歴
史
資
料
を
収
集
・
管
理
す
る
た
め
、
校
史
資
料
係
が
設
置
さ
れ
た
（
自

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

大
日
方　
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校
史
資
料
の
収
集
・
管
理
＝
Ａ
）。
そ
の
後
、
一
九
六
三
年
一
二
月
、
図
書
館
内
の
係
か
ら
教
務
部
所
管
の
校
史
資
料
室
に
改
組
移
管
さ
れ
、

こ
の
と
き
社
会
科
学
研
究
所
か
ら
大
隈
重
信
研
究
を
引
き
継
い
だ
（
創
立
者
に
関
す
る
研
究
＝
Ｂ
）。
一
九
六
五
年
二
月
、
教
務
部
所
管
の

校
史
資
料
室
か
ら
、総
長
室
直
轄
の
校
史
資
料
係
と
な
り
、学
苑
史
の
編
纂
を
事
業
目
的
に
追
加
し
て
（
年
史
の
編
纂
＝
Ｃ
）、あ
わ
せ
て
『
早

稲
田
大
学
史
記
要
』
を
創
刊
し
た
。
一
九
六
九
年
六
月
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
の
刊
行
に
向
け
て
校
史
資
料
係
は
大
学
の
附
属
機
関

と
し
て
独
立
し
、
大
学
史
編
集
所
と
な
っ
た
。
百
年
史
の
編
纂
・
刊
行
と
、
大
学
史
お
よ
び
大
隈
重
信
に
関
す
る
資
料
の
蒐
集
を
中
心
業

務
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
は
一
九
七
八
年
に
第
一
巻
を
刊
行
し
、
一
九
九
七
年
九
月
、
全
八
巻
と

資
料
集
一
巻
の
刊
行
を
も
っ
て
完
結
し
た
（
年
史
編
纂
事
業
の
終
了
）。

　

こ
う
し
て
、
Ａ
を
基
本
と
し
て
発
足
し
、
こ
れ
に
Ｂ
が
加
わ
り
、
や
が
て
Ｃ
が
中
心
業
務
と
な
っ
た
が
、
そ
の
終
了
を
も
っ
て
大
学
史

編
集
所
は
資
料
セ
ン
タ
ー
に
発
展
的
に
改
組
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
資
料
セ
ン
タ
ー
は
Ａ
・
Ｂ
（
創
立
者
だ
け
で
な
く
関
係
者
も
追
加
）
に
、

新
た
に
比
較
大
学
史
研
究
（
Ｄ
）
を
加
え
る
か
た
ち
で
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
中
心
業
務
は
、
①
大
学
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

（
Ａ
）、
②
創
設
者
・
関
係
者
の
事
績
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
（
Ｂ
）、
③
比
較
大
学
史
研
究
（
Ｄ
）
の
三
つ
と
な
り
、
こ
の
う
ち
①
②
に

つ
い
て
は
「
将
来
に
伝
承
す
る
」
こ
と
が
課
題
と
な
り
、
さ
ら
に
①
②
③
を
通
じ
て
「
大
学
の
発
展
に
資
す
る
」
こ
と
が
目
的
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
規
程
第
三
条
に
は
、
従
来
型
の
業
務
を
継
承
す
る
「
一
、
資
料
の
収
集
、
整
理
お
よ
び
保
存
」
と
「
二
、
資
料

の
調
査
、
研
究
お
よ
び
そ
の
成
果
の
発
表
」
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
「
三
、
講
演
会
、
公
開
講
座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催
」、「
四
、

資
料
の
公
開
お
よ
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
」、
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。〝
大
学
の
窓
口
〞
と
し
て
の
性
格
が
強
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

資
料
セ
ン
タ
ー
は
以
来
一
六
年
を
重
ね
て
、
本
年
度
に
至
っ
た
。
そ
の
間
、
恒
常
的
な
業
務
と
し
て
一
貫
し
て
担
っ
て
き
た
の
は
、
資

料
の
受
入
れ
と
、
調
査
・
取
材
へ
の
協
力
な
ど
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で
あ
る
。
同
時
に
、
展
覧
会
・
講
演
会
な
ど
の
普
及
業
務
を
継
続
的
に

展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、
時
期
を
重
ね
る
な
か
で
相
応
の
推
移
と
変
化
を
示
し
て
き
た
。
一
六
年
間
に
わ
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た
る
資
料
セ
ン
タ
ー
の
歩
み
を
、
時
期
を
追
っ
て
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
１
）
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
二
年
度
│
展
覧
会
・
講
演
会
の
開
催
と
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

　

こ
の
時
期
は
、
展
覧
会
（
ａ
）
と
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
座
談
会
（
ｂ
）
を
こ
ま
め
に
開
催
し
、
様
々
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ｃ
）

を
組
織
し
た
。

　

発
足
時
の
一
九
九
八
年
度
は
、
第
一
次
大
隈
内
閣
成
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
を
展
開
し
、
こ
の
事
業
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
ａ

で
は
、「
早
稲
田
と
自
由
民
権
」
展
、「
大
隈
重
信
と
早
稲
田
大
学
史
」
展
、「
学
祖
大
隈
重
信
の
生
涯
」
展
を
開
催
し
、
他
に
秋
季
特
別

展
「
慶
應
・
同
志
社
・
早
稲
田　

三
大
学
知
の
交
流
」
展
、「
写
真
で
み
る
早
稲
田
五
〇
年
」
展
、「
山
本
忠
興
資
料
展
」、「
新
制
早
稲
田

大
学
の
五
〇
年
」
展
、
の
都
合
七
つ
の
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
記
念
事
業
に
か
か
わ
る
ｂ
と
し
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
早
稲
田

と
自
由
民
権
」、
座
談
会
「
第
一
次
大
隈
内
閣
成
立
百
年
を
め
ぐ
っ
て
」、
講
演
会
「
第
一
次
大
隈
内
閣
成
立
一
〇
〇
周
年
記
念
」、
講
演

会
「
早
稲
田
と
政
治
家
・
政
治
学
」、
慶
應
義
塾
・
同
志
社
・
早
稲
田
三
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
知
の
交
流
│
志
立
の
立
場
か
ら
」、
な
ど

を
開
催
し
た
。
他
方
、
ｃ
と
し
て
、
高
田
早
苗
研
究
が
発
足
し
、「
自
由
民
権
と
早
稲
田
」
研
究
、
早
稲
田
大
学
学
術
史
研
究
、
比
較
大

学
史
研
究
の
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
が
準
備
さ
れ
た
。

　

一
九
九
九
年
度
は
、
新
制
大
学
発
足
五
〇
周
年
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
催
し
を
展
開
し
、
ａ
で
は
、「
新
制
早
稲
田
大
学
の
五
〇
年
」

展
、「
新
設
学
部
の
発
足
と
発
展
│
教
育
学
部
・
第
二
文
学
部
・
社
会
科
学
部
・
人
間
科
学
部
」
展
を
開
催
し
、
他
に
特
別
展
示
「
大
隈

重
信
│
生
誕
か
ら
東
京
専
門
学
校
開
校
ま
で
」
と
「
大
隈
重
信　

政
治
・
教
育
・
文
明
運
動
」
展
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
ｂ
で
は
、「
新

制
早
稲
田
大
学
の
五
〇
年
」
展
記
念
講
演
会
、
新
制
早
稲
田
大
学
発
足
五
〇
周
年
講
演
会
、
講
演
会〝H

istorical Currents in A
m
eri-

can H
igher Education

〞、
講
演
会
「
新
制
大
学
と
『
一
般
教
育
』
│
『
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
報
告
書
』
を
中
心
に
」、
座
談
会
「
新
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設
四
学
部
の
発
足
と
発
展
」、
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ｃ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
高
田
早
苗
研
究
に
加
え
て
、「
自
由

民
権
と
早
稲
田
」
研
究
、
早
稲
田
大
学
学
術
史
研
究
、
新
制
大
学
史
の
研
究
の
三
つ
が
活
動
を
開
始
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
年
度
よ
り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
が
資
料
セ
ン
タ
ー
に
移
管
さ
れ
、
所
蔵
資
料
の
閲
覧
業
務
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も

に
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
「
堤
康
次
郎
関
係
文
書
」
の
整
理
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
喜
多
村
和
之
氏
寄
贈
資
料
を
搬
入
し
て
、
そ
の

整
理
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

国
会
開
設
一
一
〇
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
〇
年
度
は
、「
国
会
開
設
一
一
〇
年
と
早
稲
田
」、「
国
会
開
設
一
一
〇
年
記
念　

堤
康
次
郎
資

料
特
別
展
」
の
両
展
示
と
講
演
会
を
催
し
、
ま
た
、
理
工
学
部
で
「
理
工
学
部
育
て
の
親　

山
本
忠
興
資
料
展
」、
大
隈
記
念
室
で
「
大

隈
重
信
と
東
京
専
門
学
校
」
展
を
開
催
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
一
年
度
は
、
ａ
と
し
て
、
春
季
展
と
秋
季
展
で
「
二
〇
世
紀
を
拓
い
た
早
稲
田
人
」
を
開
催
し
、
春
季
は
政
治
家
・
財
界
人
・

言
論
人
、
秋
季
は
学
術
・
文
化
人
を
取
り
上
げ
、
ｂ
で
も
、
展
示
と
連
動
し
て
二
〇
世
紀
を
拓
い
た
早
稲
田
人
展
記
念
講
演
会
を
開
い
て

い
る
。
ま
た
、
特
別
展
と
し
て
「
早
稲
田
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
者　

沖
田
芳
夫
資
料
展
」、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
参
加
企
画
と
し
て
「
大

隈
講
堂
切
手
発
行
記
念
展
」
と
「
写
真
で
み
る
早
稲
田
五
〇
年
│
懐
か
し
の
あ
の
頃
」、
常
設
展
示
「
大
隈
重
信
展
│
一
八
八
九
年
大
隈

外
相
暗
殺
未
遂
事
件
」、
を
開
催
し
た
。
他
に
ｂ
と
し
て
三
回
に
わ
た
っ
て
私
立
大
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
ｃ

の
高
田
早
苗
研
究
・
早
稲
田
大
学
学
術
史
研
究
・
新
制
大
学
史
研
究
の
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
て
、
別
途
、
堤
研
究
会
が
発
足
し
た
。

　

二
〇
〇
二
年
度
も
、
展
覧
会
ａ
と
講
演
会
ｂ
の
一
体
化
を
基
本
と
し
て
お
り
、
春
季
展
「
東
京
専
門
学
校
創
設
に
か
か
わ
っ
た
東
京
大

学
卒
業
生
た
ち
│
早
稲
田
建
学
の
七
人
」
と
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
秋
季
展
「『
高
田
早
苗
の
総
合
的
研
究
』
出
版
記
念
│
高
田
早

苗
展
」
と
出
版
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ａ
と
し
て
、
特
別
展
「
大
隈
重
信
展
│
一
八
八
九
年
大
隈
外
相
暗
殺
未
遂

事
件
」
と
特
別
展
「
風
刺
画
の
中
の
大
隈
重
信
│
明
治
期
編
」
展
、
ｂ
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
嘱
託
に
よ
る
五
回
の
ミ
ニ
講
義
と
、
二
回
の
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私
立
大
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
、
当
該
年
度
の
受
贈
資
料
を
紹
介
・
展
示
す
る
「
受
贈
資
料
展
」
が
開

催
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
二
〇
〇
三
年
度
以
降
、
次
年
度
の
春
季
な
い
し
前
期
に
開
催
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
高
田
早
苗
研
究
と
早
稲
田
大
学
学
術
史
研
究
の
二
つ
と
な
り
、
別
途
、
堤
研
究
会
も
継
続
し
て
い
る
。

（
２
）
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
九
年
度
│
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
収
束
と
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
編
纂
開
始

　

早
稲
田
大
学
レ
ベ
ル
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
創
立
一
二
五
周
年
記
念
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
二
〇
〇
七
年
、
創
立
一
二
五
周
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
た
。
つ
い
で
二
〇
〇
八
年
五
月
、
大
学
理
事
会
は
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
の
一
〇
年
間
を
目
途
と
す
る
大
学
の
将
来
像
を

「W
aseda N

ext 125

」
と
し
て
策
定
し
、
二
〇
一
二
年
度
ま
で
の
具
体
的
な
施
策
を
提
示
し
た
。
こ
の
時
期
、
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
業
務
を
展
開
し
た
。

　

二
〇
〇
三
年
度
は
、
ａ
の
春
季
展
「
大
隈
重
信
と
維
新
の
群
像
│
近
代
日
本
の
幕
開
け
と
新
政
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」、
秋
季
展
「
中
野
正

剛
と
緒
方
竹
虎
│
政
治
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
間
」
と
、
三
つ
の
特
別
展
「
明
治
一
四
年
政
変
と
東
京
専
門
学
校
」、「
早
稲
田
を
創
っ
た

人
び
と
│
鷗
渡
会
七
人
組
と
大
隈
重
信
・
小
野
梓
」、「
政
党
の
誕
生
│
立
憲
改
進
党
と
そ
の
時
代
」
を
開
催
し
た
が
、
ｂ
の
講
演
会
等
は

開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
こ
の
年
度
か
ら
、
創
立
一
二
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
翻
刻
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
、
以
後
、
編
纂
委
員
会
が
回
を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
最
後
の
早
稲
田

大
学
学
術
史
研
究
を
も
っ
て
収
束
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
度
も
、
ａ
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
同
様
な
開
催
形
態
が
と
ら
れ
、
春
季
展
「
安
部
磯
雄
と
そ
の
時
代
│
早
慶
野
球
戦
一

〇
〇
年
記
念
」、
秋
季
展
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
発
刊
記
念
「
大
隈
文
書
の
世
界
│
激
動
の
時
代
を
生
き
た
多
士
済
々
の
肉
筆
か
ら
、

歴
史
の
真
相
を
ひ
も
解
く
」
と
、
三
つ
の
特
別
展
「
二
〇
〇
三
年
度
受
贈
資
料
展
」、「
安
部
磯
雄
の
生
涯
」、「
山
本
忠
興
│
キ
リ
ス
ト
教
・
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
早
稲
田
式
テ
レ
ビ
」、
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
年
一
〇
月
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
一
巻
の
刊
行
と
あ
わ

せ
て
、発
刊
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
刊
行
が
資
料
セ
ン
タ
ー
の
重
要
業
務
と
な
っ
た
。ま
た
、展
示
の
テ
ー

マ
に
ス
ポ
ー
ツ
関
係
が
浮
上
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
「
戦
後
六
〇
年
」
に
あ
た
る
二
〇
〇
五
年
度
は
、
ａ
と
し
て
、
春
季
「
戦
後
六
〇
年
展
①　

一
九
四
三
年
晩
秋　

最
後
の
早
慶
戦
」、
秋

季
「
戦
後
六
〇
年
展
②　

野
人
政
治
家
風
見
章
の
生
涯
」
の
両
企
画
展
を
開
催
し
、
ま
た
、
夏
季
展
「
よ
う
こ
そ
、
大
隈
重
信
邸
へ
」
と
、

早
稲
田
大
学
創
立
一
二
五
周
年
記
念
企
画
と
し
て
、
特
別
展
「
西
田
修
平
と
友
情
の
メ
ダ
ル
」
を
開
催
し
た
。
他
方
、
展
示
と
連
動
し
た

講
演
会
等
の
企
画
、
す
な
わ
ち
ｂ
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
度
は
、
ａ
と
し
て
、
春
季
展
「
土
門
拳
の
撮
っ
た
早
大
生
」、
秋
季
展
「
早
稲
田
の
青
春　

東
京
専
門
学
校
第
二
回
得
業

生　

廣
井
一
の
軌
跡
」
と
受
贈
資
料
展
を
開
催
し
て
お
り
、
ａ
に
つ
い
て
、
春
季
企
画
展
、
受
贈
資
料
展
、
秋
季
企
画
展
の
三
つ
を
基
本

と
す
る
と
い
う
か
た
ち
が
定
着
し
て
、
以
後
、
現
在
に
至
る
。

　

一
方
、
常
設
展
に
つ
い
て
は
、
創
立
一
二
五
周
年
を
記
念
し
て
大
隈
記
念
室
（
常
設
展
示
室
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
す
す
め
ら
れ
、
二

〇
〇
七
年
一
〇
月
に
新
規
開
設
し
た
。
こ
う
し
て
、
二
〇
〇
七
年
度
は
、「
常
設
展
大
隈
重
信
」
と
、
春
季
企
画
展
「
荒
ぶ
る
魂
│
大
西

鐡
之
祐
と
早
稲
田
ラ
グ
ビ
ー
」、
受
贈
資
料
展
、
創
立
一
二
五
周
年
記
念
企
画
秋
季
企
画
展
「
校
歌
誕
生
│
早
稲
田
大
学
校
歌
制
定
一
〇

〇
周
年
記
念
」
の
三
企
画
展
と
な
っ
た
。
ｂ
に
つ
い
て
は
、
私
立
大
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
度
は
、
春
季
企
画
展
「
没
後
三
三
年　

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
児
玉
隆
也
三
八
年
の
軌
跡
」、
秋
季
企
画
展
「
ワ
セ
ダ
と
オ
キ
ナ

ワ　

第
七
代
総
長
大
浜
信
泉
と
そ
の
時
代
」
を
開
催
し
た
が
、
こ
の
年
度
は
、
ｂ
と
し
て
、
大
隈
重
信
生
誕
一
七
〇
周
年
記
念
、
秋
季
企

画
展
関
連
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
創
立
一
〇
周
年
記
念
の
三
講
演
会
と
、
私
立
大
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
九
年
度
は
、
ａ
の
春
季
企
画
展
「
最
後
の
早
慶
戦
│
三
番
レ
フ
ト
近
藤
清
二
四
年
の
生
涯
」、
秋
季
企
画
展
「
西
村
眞
次
と
早
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稲
田
史
学
」
を
開
催
し
、
ｂ
で
は
デ
ジ
タ
ル
文
書
の
管
理
・
保
存
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
た
。
他
方
、
こ
の
年
度
か
ら
オ
ー
プ
ン
教

育
セ
ン
タ
ー
設
置
科
目
と
し
て
「
早
稲
田
学
」
を
開
設
し
、
学
生
に
対
し
て
「
創
設
者
大
隈
重
信
」
と
「
近
代
史
の
中
の
早
稲
田
大
学
」

の
二
つ
の
講
義
（
二
単
位
）
を
春
季
と
秋
季
に
各
一
科
目
、
一
五
回
ず
つ
講
義
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
の
「
早

稲
田
大
学
基
礎
講
義
」
の
配
信
を
開
始
し
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
年
度
か
ら
自
校
史
教
育
も
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（「
早

稲
田
学
」
の
開
講
は
、
以
後
、
基
本
的
に
同
じ
方
式
を
と
っ
て
お
り
、
他
方
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
義
は
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
新
入
生
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
わ
せ
だ
ラ
イ
フ
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
の
な
か
の
「
早
稲
田
の
歴
史
を
学
ぶ
」
と
な
っ
て
現
在
に
至
る
）。

（
３
）
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
四
年
度
│
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
編
纂
推
進
と
百
五
十
年
史
の
編
纂
開
始

　

資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、二
〇
一
〇
年
度
も
従
来
の
業
務
を
引
続
き
展
開
し
、春
季
企
画
展
「
没
後
五
〇
年
│
浅
沼
稲
次
郎
と
そ
の
時
代
」、

秋
季
企
画
展
「
早
稲
田
四
尊
生
誕
一
五
〇
周
年
記
念　

高
田
早
苗
」
を
開
催
し
た
が
、
こ
の
年
度
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
は
、
二
〇
一

〇
年
三
月
二
九
日
付
で
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
準
備
委
員
会
報
告
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
う
け
て
百
五
十
年
史
編
纂
が
早
稲
田
大

学
の
事
業
と
し
て
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
、
資
料
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
事
務
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
年
六
月
一
日
、「
早
稲

田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
設
置
要
綱
の
第
八
条
で
「
委
員
会
の
事
務
は
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
行
う
」
と

規
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
七
月
、
第
一
回
の
編
纂
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
編
纂
委
員
会
の
も
と
に
専
門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
以

後
、
百
五
十
年
史
の
構
想
・
構
成
や
編
纂
日
程
、
資
料
調
査
の
段
取
り
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
委
員
会
で
検
討
を
す
す
め
、
こ
れ
を
踏
ま

え
て
編
纂
委
員
会
で
審
議
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
事
業
計
画
の
内
容
を
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
た
め
春
季
企
画
展
を
延
期
（
事
実
上
中
止
）
し
、
秋
季
企
画
展
で
は
、
前
年
度
の
高

田
早
苗
に
つ
づ
い
て
、「
早
稲
田
四
尊
生
誕
一
五
〇
周
年
記
念　

天
野
為
之
と
早
稲
田
大
学
」
を
開
催
し
た
。ま
た
、授
業
な
ど
の
ほ
か
に
、
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こ
の
年
度
か
ら
他
機
関
の
企
画
・
事
業
と
の
連
携
・
協
力
業
務
を
協
力
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
の
大
隈
祭
、
高
知

県
宿
毛
市
梓
会
の
梓
立
祭
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
を
行
っ
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
た
に
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
の

事
業
推
進
と
在
学
生
に
対
す
る
早
稲
田
大
学
史
の
教
育
に
あ
た
る
助
教
一
人
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
百
五
十
年
史
編
纂
と
自
校

史
教
育
の
比
重
が
い
よ
い
よ
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
大
学
レ
ベ
ル
で
は
、
理
事
会
が
二
〇
一
一
年
一
二
月
、「W
aseda V

ision 150

」
策
定
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、

早
稲
田
大
学
創
立
一
五
〇
周
年
（
二
〇
三
二
年
）
へ
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
のV

ision

実
現
の
柱
と
な
る
一
三
の
核

心
戦
略
の
六
番
目
に
は
、「
早
稲
田
ら
し
さ
と
誇
り
の
醸
成
を
め
ざ
し
て
│
早
稲
田
文
化
の
推
進
」
が
掲
げ
ら
れ
、「
早
稲
田
大
学
百
五
十

年
史
編
纂
」
は
こ
の
第
六
の
核
心
戦
略
の
な
か
に
定
置
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
二
年
度
は
、
春
季
企
画
展
で
は
、
前
年
度
延
期
の
「
戦
地
に
逝
っ
た
ワ
セ
ダ
の
ヒ
ー
ロ
ー
│
松
井
栄
造
の
二
四
年
」
を
開
催
し
、

秋
季
企
画
展
で
は
、
早
稲
田
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
「
大
隈
重
信
と
小
野
梓　

建
学
の
礎
」
を
開
催
し
て
、
あ
わ
せ
て
企
画
展
連
携

講
演
会
「
建
学
の
礎
を
見
つ
め
直
す
│
大
隈
重
信
・
小
野
梓
と
東
京
専
門
学
校
」
を
催
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
度
は
、
春
季
企
画
展
で
前
年
に
引
き
続
き
戦
争
を
扱
い
、「
ペ
ン
か
ら
剣
へ
│
学
徒
出
陣
七
〇
年
」
を
、
秋
季
企
画
展
で

は
前
年
か
ら
の
連
続
と
し
て
、
教
旨
制
定
一
〇
〇
年
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
早
稲
田
」
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
業

務
と
し
て
戦
争
体
験
の
聞
取
り
調
査
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
同
年
度
秋
か
ら
、
繰
り
上
げ
卒
業
や
学
徒
出
陣
に
よ
る
従
軍
経
験
が
あ
る

校
友
に
対
す
る
聞
取
り
調
査
を
進
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
四
年
度
は
、
春
季
企
画
展
で
「
世
界
へ
の
跳
躍
、
限
界
へ
の
挑
戦
│
早
稲
田
ス
ポ
ー
ツ
の
先
駆
者
た
ち
と
そ
の
時
代
」
を
、
秋

季
企
画
展
で
は
三
年
目
の
大
学
史
連
続
企
画
と
し
て
「
十
五
年
戦
争
と
早
稲
田
」
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
校
友
会
や
各
地
域
・
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
展
示
パ
ネ
ル
の
提
供
な
ど
、
展
示
企
画
の
有
効
活
用
を
は
か
っ
た
。
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以
上
の
よ
う
に
こ
の
時
期
、
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
春
季
企
画
展
で
戦
争
・
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
上
げ
、
秋
季
企
画
展
で
早
稲
田
大
学
の
創

立
者
や
大
学
の
歴
史
を
追
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
刊
行
事
業
を
鋭
意
推
進
し
つ
つ
、
百
五
十
年
史
編
纂
と
自

校
史
教
育
を
重
点
化
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、冒
頭
に
述
べ
た
①
大
学
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
（
Ａ
）、②
創
設
者
・
関
係
者
の
事
績
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
（
Ｂ
）、

③
比
較
大
学
史
研
究
（
Ｄ
）
に
加
え
て
、
Ａ
・
Ｂ
を
踏
ま
え
た
教
育
活
動
（
Ｅ
）
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

百
五
十
年
史
編
纂
事
業
の
本
格
化
に
よ
っ
て
、
ふ
た
た
び
年
史
編
纂
（
Ｃ
）
が
重
要
業
務
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
今
後

（
１
）『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
か
ら
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
へ

　

資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
業
務
「
一
」
に
か
か
わ
っ
て
、
多
く
の
資
料
・
文
書
の
受
入
を
お
こ
な
い
、
そ
の
整
理
・
保
存
を
行
な
う
と
と
も

に
、
業
務
「
四
」
の
立
場
か
ら
、
公
開
・
利
用
の
促
進
を
は
か
っ
て
き
た
。
業
務
「
二
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
果
を
『
早
稲
田
大
学
史

記
要
』
に
発
表
す
る
と
と
も
に
、
創
立
一
二
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
よ
り
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
全

一
一
巻
の
翻
刻
・
出
版
を
開
始
し
、
以
来
年
一
回
の
ペ
ー
ス
で
刊
行
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
業
務
「
四
」
と
も
か
か
わ
り
、
学
術
的
・
社

会
的
に
極
め
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
業
務
「
三
」
に
つ
い
て
は
、
創
立
一
二
五
周
年
を
記
念
す
る
大
隈
記
念

室
（
常
設
展
示
室
）
の
開
設
に
従
事
し
て
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
の
展
示
開
始
以
後
、
そ
の
管
理
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
春
・
秋
の
企
画

展
を
中
心
に
展
覧
会
を
開
催
し
て
、
随
時
、
記
念
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
は
「
早

稲
田
学
」
を
開
設
し
、
自
校
史
教
育
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
は
、
百
五
十
年
史
編
纂
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事
業
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
、
資
料
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
事
務
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
二
〇
〇
七
年
度
、
文
化
推
進
部
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
も
と
で
業
務
展
開
を
は
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
一
一
年
度
以
降
の
資

料
セ
ン
タ
ー
の
業
務
・
活
動
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
の
『
文
化
推
進
部
年
報
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、「
創
立
一
二
五
周
年
記
念
事
業
（
ソ
フ
ト
面
）
の
中
心
を
成
す
も
の
」（
白
井
克
彦
総
長
〈
当
時
〉
の
「
発
刊
の
辞
」）
と
し
て
、

資
料
セ
ン
タ
ー
が
編
集
に
あ
た
っ
て
き
た
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
は
、
二
〇
一
四
年
度
を
も
っ
て
い
よ
い
よ
全
一
一
巻
が
完
結
す
る
。

収
録
し
た
書
翰
は
当
初
予
定
の
六
千
通
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
、
約
七
四
〇
〇
通
に
及
ぶ
。
一
二
年
間
を
越
え
る
こ
の
翻
刻
・
出
版
事
業

に
携
わ
っ
た
編
集
担
当
者
は
、
人
事
異
動
等
に
よ
る
途
中
交
替
も
あ
っ
て
一
九
人
に
及
ん
だ
が
、
各
巻
九
〜
一
〇
人
体
制
で
編
集
に
あ

た
っ
た
か
ら
、
全
巻
を
通
算
す
れ
ば
編
集
担
当
者
は
延
べ
で
一
〇
〇
人
を
越
え
る
こ
と
に
な
る
。
解
読
・
翻
刻
、
年
代
推
定
、
所
蔵
・
所

在
調
査
な
ど
、
編
集
に
際
し
て
の
実
務
ス
タ
ッ
フ
の
奮
闘
は
、
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
全
巻
の
編
集
・
発
行
に
あ
た
っ

て
多
大
な
ご
支
援
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
み
す
ず
書
房
に
、
こ
の
場
を
か
り
て
あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
痛
感
す
る
の
は
、
史
料
情
報
の
集
積
と
情
報
公
開
の
画
期
的
進
展
、
と
く
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
威

力
で
あ
る
。
か
つ
て
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
年
代
推
定
や
事
実
確
定
作
業
が
、
か
な
り
の
精
度
・
確
度
を
も
っ
て
迅
速
に
な
し
う
る
よ
う

に
な
っ
た
。
編
集
ス
タ
ッ
フ
は
、
図
書
館
・
資
料
館
等
に
足
を
運
ぶ
と
と
も
に
、
新
聞
記
事
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
、
各
種
史
料
の
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
フ
ル
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
編
集
作
業
を
す
す
め
た
。

　

他
方
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
、「W

aseda V
ision 150

」
の
策
定
に
よ
っ
て
、『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
は
早
稲
田
大
学
の
長
期

計
画
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
資
料
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
き
た
編
集
業
務
の
中
心
は
、
二
〇
一
五
年
度

を
も
っ
て
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
か
ら
百
五
十
年
史
に
移
行
し
、
百
五
十
年
史
編
集
業
務
が
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

百
五
十
年
史
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
の
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
、
①
編
纂
準
備
委
員
会
報
告
を
踏
ま
え
て
編
纂
を
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進
め
る
こ
と
、
②
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
年
史
の
編
纂
を
め
ざ
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
・
Ｗ
ｅ
ｂ
版
等
の
充
実
を
同
時
進
行
さ

せ
て
、
編
纂
を
進
め
る
こ
と
、
③
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
能
に
即
し
た
推
進
を
は
か
り
、
編
纂
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
こ
と
、
早

稲
田
学
等
と
の
連
携
を
は
か
っ
て
自
校
史
教
育
の
推
進
に
役
立
て
、
ま
た
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
能
を
確
立
す
る
た
め
の
推
進
力
と
す
る
こ

と
、
の
三
点
が
基
本
方
針
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。

　

百
五
十
年
史
は
、
こ
の
基
本
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
第
一
巻
の
執
筆
・
編
集
に
着
手
し
つ
つ
、
第
二
巻
以
後
の
準

備
を
す
す
め
、
各
巻
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
・
編
集
か
ら
刊
行
ま
で
に
六
年
間
を
確
保
し
て
、
二
〇
二
〇
年
度
に
東
京
専
門
学
校
の
開
校
（
一
八

八
二
年
）
か
ら
旧
制
大
学
期
（
一
九
四
九
年
）
ま
で
を
扱
う
第
一
巻
、
二
〇
二
六
年
度
に
一
九
四
九
年
以
降
の
新
制
大
学
期
を
扱
う
第
二
巻

を
刊
行
し
、
創
立
一
五
〇
周
年
の
二
〇
三
二
年
、
一
九
九
〇
年
前
後
（
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
）
以
降
を
扱
う
第
三
巻
の
刊
行
を
も
っ
て

完
結
す
る
。
文
字
通
り
の
遠
大
な
事
業
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
全
過
程
を
通
じ
て
、
基
本
方
針
②
に
即
し
て
資
料
集
等
の
編
集
・
公

開
事
業
が
展
開
さ
れ
、
基
本
方
針
③
に
即
し
て
自
校
史
教
育
の
推
進
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
能
の
確
立
が
追
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
２
）
研
究
機
能
と
教
育
機
能
・
社
会
発
信
機
能
の
強
化

　
「W

aseda V
ision 150

」
は
、
そ
の
一
三
の
核
心
戦
略
の
六
番
目
、「
早
稲
田
ら
し
さ
と
誇
り
の
醸
成
を
め
ざ
し
て
│
早
稲
田
文
化
の

推
進
」
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

早
稲
田
大
学
は
、
教
旨
の
も
と
に
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
通
し
て
、
日
本
社
会
と
そ
の
文
化
に
貢
献
し
て
き
た
。
そ
の
積
み
重
ね
は
、
し

ば
し
ば
早
稲
田
ら
し
さ
、
あ
る
い
は
早
稲
田
文
化
と
称
さ
れ
、
卒
業
生
の
、
在
学
生
の
、
教
職
員
の
、
そ
し
て
広
く
早
稲
田
関
係
者
の
誇
り
を
形
成

し
て
き
た
。
早
稲
田
ら
し
さ
は
、
早
稲
田
の
地
で
生
成
・
蓄
積
が
な
さ
れ
た
が
、
同
時
に
そ
の
精
神
と
活
動
は
、
日
本
の
隅
々
に
向
け
ら
れ
、
ま
た

当
初
か
ら
日
本
を
超
え
て
世
界
に
向
か
っ
て
い
た
。
早
稲
田
文
化
の
強
力
な
推
進
を
通
し
て
、
新
た
な
文
化
の
創
成
に
寄
与
し
、
人
類
へ
の
貢
献
を
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な
す
た
め
の
戦
略
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
早
稲
田
の
誇
り
の
醸
成
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　
「W

aseda V
ision 150

」
の
原
点
に
す
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
早
稲
田
大
学
教
旨
」
で
あ
る
。「
教
旨
」
は
早
稲
田
大
学
の
歴
史
の
な

か
で
生
ま
れ
、
早
稲
田
大
学
の
歴
史
の
な
か
を
生
き
て
き
た
。
歴
史
的
な
省
察
を
欠
い
た
「
教
旨
」
の
称
揚
は
空
語
に
等
し
い
。
ま
た
、

「
早
稲
田
ら
し
さ
」
は
重
ね
て
き
た
歴
史
に
根
ざ
す
。
歴
史
を
軽
ん
じ
た
「
ら
し
さ
」
と
「
誇
り
」
は
空
疎
で
あ
る
。「W

aseda V
ision 

150

」
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
百
五
十
年
史
編
纂
の
中
心
業
務
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
研
究
機
能
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』

の
編
纂
を
踏
ま
え
て
大
隈
研
究
の
新
展
開
を
期
す
と
と
も
に
、
早
稲
田
関
係
者
に
関
す
る
研
究
の
深
化
・
発
展
を
は
か
る
こ
と
は
、「
早

稲
田
ら
し
さ
」
の
探
究
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
資
料
セ
ン
タ
ー
発
足
期
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
活
動
を
総
括
し
つ

つ
、
新
た
な
水
準
で
、
再
度
、
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。「
大
学
史
研
究
セ
ン
タ
ー
」
的
機
能
の
強
化
で
あ
る
。

　

こ
の
点
で
は
、
慶
應
義
塾
の
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
八
三
年
、
塾
史
資
料
室
を
発
展
改
組

し
て
発
足
し
た
。
①
福
沢
諭
吉
の
思
想
・
業
績
に
関
す
る
研
究
、
②
慶
應
義
塾
の
歴
史
、
福
沢
門
下
生
や
義
塾
関
係
者
の
活
動
・
事
績
に

関
す
る
調
査
・
研
究
、
③
福
沢
諭
吉
・
慶
應
義
塾
関
係
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
管
・
展
示
、
④
福
沢
諭
吉
・
慶
應
義
塾
に
関
す
る
研
究

成
果
を
ふ
ま
え
た
教
育
、
の
四
つ
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、「
慶
應
義
塾
内
の
諸
学
部
・
一
貫
教
育
校
（
小
中
高
な
ど
の
諸
学
校
）

の
枠
を
越
え
た
全
塾
的
な
共
同
研
究
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
義
塾
内
外
の
研
究
者
と
も
隔
て
な
く
連
携
し
な
が
ら
活
動
」
し
て
い

る
（
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）。
そ
の
設
置
場
所
は
、
慶
應
義
塾
の
象
徴
と
も
い
え
る
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
慶
應
義
塾
図
書

館
旧
館
（
重
要
文
化
財
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
、
研
究
職
と
し
て
、
専
任
の
教
授
と
准
教
授
、
各
一
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
百
五
十
年
史
編
纂
を
単
な
る
年
史
編
纂
事
業
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
そ
の
編
纂
事
業
を
通
じ
て
早
稲
田
大
学
の
歴
史
に
関
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す
る
教
育
機
能
・
社
会
発
信
機
能
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
在
学
生
に
対
し
て
は
、
現
在
の
「
早
稲
田
学
」
を
発
展
さ
せ
、

よ
り
総
合
性
を
高
め
た
「
早
稲
田
史
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
よ
う
な
も
の
を
編
成
・
展
開
す
る
こ
と
を
展
望
し
た
い
。

　

他
方
、
現
在
、
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
大
隈
記
念
室
（
常
設
展
示
室
）
の
管
理
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
春
・
秋
の
企
画
展
を
中
心
に
展
覧

会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
早
稲
田
大
学
に
は
、
常
時
、
大
学
の
歴
史
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
大
学
史
の
展
示
施
設
が
な
い
。
ま
た
、
建

学
の
最
大
の
功
労
者
小
野
梓
を
は
じ
め
、
高
田
早
苗
・
天
野
為
之
ら
の
事
績
を
明
ら
か
に
す
る
展
示
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
嘆
か
わ
し
い

状
況
の
も
と
で
、
学
生
・
教
職
員
が
は
た
し
て
早
稲
田
大
学
が
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
き
ち
ん
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
か
。
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
早
稲
田
の
歴
史
に
間
近
に
触
れ
、
そ
の
伝
統
を
〝
体
験
〞
で
き
る
よ
う
な
常
設

の
展
示
施
設
と
し
て
、
早
稲
田
史
の
博
物
館
（
た
と
え
ば
、
現
在
の
大
隈
記
念
室
を
拡
充
し
た
「
大
隈
記
念　

早
稲
田
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
よ
う

な
施
設
）
の
開
設
を
展
望
し
た
い
。
資
料
セ
ン
タ
ー
が
重
ね
て
き
た
前
述
の
よ
う
な
各
種
の
企
画
展
の
成
果
と
蓄
積
が
こ
こ
に
集
約
さ
れ
、

早
稲
田
の
歴
史
に
関
す
る
教
育
と
社
会
発
信
に
有
効
に
機
能
す
る
に
違
い
な
い
。

　

そ
の
設
置
場
所
と
し
て
は
、
早
稲
田
大
学
の
象
徴
的
空
間
が
ふ
さ
わ
し
い
。
京
都
大
学
の
歴
史
展
示
室
は
、
百
周
年
時
計
台
記
念
館
に

置
か
れ
て
い
る
。
明
治
大
学
の
大
学
史
展
示
室
は
、
駿
河
台
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
（
明
治
大
学
博
物
館
）
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
創
立
者

や
教
職
員
・
学
生
・
校
友
に
関
す
る
多
彩
な
資
料
を
常
設
展
示
す
る
と
と
も
に
、
授
業
や
学
生
寮
の
体
験
・
再
現
コ
ー
ナ
ー
や
活
躍
す
る

卒
業
生
ら
の
校
友
紹
介
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
用
意
し
て
い
る
（
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）。
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
一
九
〇

九
年
に
図
書
館
と
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）
を
使
用
し
て
い
る
。

（
３
）
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
能
の
強
化

　

第
三
に
、
百
五
十
年
史
の
編
纂
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
も
、
以
上
の
研
究
機
能
・
教
育
機
能
を
保
証
す
る
た
め
に
も
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
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機
能
の
強
化
が
欠
か
せ
な
い
。
と
く
に
大
学
資
料
の
受
入
れ
・
整
理
・
公
開
機
能
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
国
立
大
学
の

文
書
館
が
参
照
軸
と
な
る
。
主
要
な
国
立
大
学
は
文
書
館
等
を
設
置
し
て
、「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
公
文
書
管
理
法
、
二
〇

〇
九
年
法
律
第
六
六
号
）
に
も
と
づ
く
機
関
（
国
立
公
文
書
館
等
）
と
し
て
の
業
務
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
各
大
学
の
当
該

施
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
そ
の
状
況
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

東
北
大
学
で
は
、
一
九
六
三
年
七
月
、
日
本
初
の
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
「
東
北
大
学
記
念
資
料
室
」
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
金
沢
大
学

で
も
、
一
九
八
九
年
四
月
、
同
大
学
に
関
す
る
文
書
・
資
料
を
収
集
し
、
整
理
・
保
存
等
を
行
い
、
閲
覧
・
公
開
等
の
利
用
に
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「
金
沢
大
学
資
料
館
」
を
設
置
し
た
。
し
か
し
、
本
格
的
な
大
学
文
書
館
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
に
設
置
さ
れ
た

京
都
大
学
の
「
京
都
大
学
大
学
文
書
館
」
が
日
本
初
で
あ
る
。

　

京
都
大
学
大
学
文
書
館
設
置
の
契
機
は
、「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
」（
情
報
公
開
法
、二
〇
〇
一
年
四
月
施
行
）

と
、『
京
都
大
学
百
年
史
』
刊
行
の
終
了
（
二
〇
〇
一
年
三
月
）
に
あ
る
と
い
う
。
同
館
は
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
公
文
書
管

理
法
）
に
も
と
づ
く
特
定
歴
史
公
文
書
（
保
存
期
間
が
満
了
し
た
法
人
文
書
の
う
ち
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
な
ど
）
や
、
そ
の
他
、
京
都

大
学
の
歴
史
に
係
る
各
種
の
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
・
閲
覧
及
び
調
査
研
究
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
、
①
資
料

の
受
入
・
整
理
・
公
開
、
②
調
査
研
究
活
動
、
③
広
報
教
育
活
動
、
を
展
開
し
て
い
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
学
内
の
事
務
本
部
・
各
部
局

が
作
成
・
収
受
し
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
と
判
断
さ
れ
た
移
管
法
人
文
書
、
卒
業
生
・
元
教
職
員
な
ど
京
大
に
関
わ
る
個
人
や

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
所
蔵
の
資
料
を
受
け
入
れ
、「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
と
し
て
整
理
・
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
内

発
行
の
各
種
刊
行
物
（
広
報
誌
、
入
学
案
内
、
履
修
案
内
、
点
検
評
価
報
告
書
な
ど
）
の
受
入
・
整
理
・
公
開
も
行
っ
て
い
る
。
②
と
し
て
は
、

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
論
と
大
学
史
・
高
等
教
育
史
に
取
り
組
み
、
③
に
つ
い
て
は
、
百
周
年
時
計
台
記
念
館
一
階
の
歴
史
展
示
室
で
の
、
常
設

展
「
京
都
大
学
の
歴
史
」・「
第
三
高
等
学
校
の
歴
史
」
と
、
企
画
展
・
テ
ー
マ
展
の
制
作
・
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
学
共



15

通
科
目
「
京
都
大
学
の
歴
史
」
の
開
講
の
ほ
か
、
年
二
回
の
新
採
用
職
員
研
修
で
も
京
都
大
学
の
歴
史
に
つ
い
て
講
義
を
実
施
し
て
い
る

と
い
う
。
同
館
に
は
、
現
在
、
専
任
教
員
と
し
て
、
教
授
一
人
、
助
教
二
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

東
北
大
学
で
も
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、
情
報
公
開
法
の
施
行
を
機
と
し
て
東
北
大
学
記
念
資
料
室
を
「
東
北
大
学
史
料
館
」
に
改
組

し
、
よ
り
本
格
的
な
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
業
務
を
展
開
し
て
い
る
。
同
館
は
、
保
存
期
間
を
満
了
し
移
管
さ
れ
た
大
学
の
歴
史

公
文
書
、
お
よ
び
公
文
書
に
準
じ
る
性
格
を
有
す
る
そ
の
他
の
資
料
の
保
存
・
公
開
等
を
行
う
公
文
書
室
と
、
退
職
教
員
・
卒
業
生
そ
の

他
の
個
人
等
か
ら
の
寄
贈
資
料
を
中
心
と
す
る
多
様
な
資
料
の
保
存
・
公
開
等
を
行
う
記
念
資
料
室
の
二
つ
の
「
室
」
を
設
け
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
か
ら
は
、
総
合
学
術
博
物
館
・
植
物
園
と
と
も
に
「
東
北
大
学
学
術
資
源
研
究
公
開
セ
ン
タ
ー
」
の
業
務
組
織
と
な
っ
た
。

現
在
、
専
任
教
員
と
し
て
、
准
教
授
一
人
、
助
教
二
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
づ
い
て
広
島
大
学
も
、
二
〇
〇
四
年
四
月
の
国
立
大
学
法
人
化
と
と
も
に
、
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
と
し
て
「
広
島
大
学
文
書
館
」

を
設
置
し
た
。
同
館
は
広
島
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
、
広
島
大
学
が
活
動
の
過
程
で
作
成
・
受
領
・
収
集
し
た
記
録
の
う
ち
、
継

続
的
価
値
を
持
つ
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
を
管
理
・
保
存
し
て
利
用
に
供
す
る
と
と
も
に
、
元
文
相
・
初
代
広
島
大
学
長
森
戸
辰

男
に
関
す
る
資
料
を
は
じ
め
、
広
島
大
学
に
関
係
す
る
人
物
の
記
録
等
を
収
集
・
保
存
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
活
用
し

た
教
育
活
動
と
し
て
、
教
養
的
教
育
（
総
合
科
目
）「
広
島
大
学
の
歴
史
」
の
講
義
を
開
講
し
て
、
学
生
が
大
学
の
一
員
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
機
会
を
提
供
し
、
ま
た
、
公
開
講
座
を
企
画
す
る
な
ど
、
保
有
す
る
資
料
を
活
用
し
た
研
究
成
果
を
社
会
還
元

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
同
館
に
は
、
公
文
書
室
と
大
学
史
資
料
室
が
置
か
れ
（
二
〇
一
一
年
一
月
か
ら
法
人
本
部
一
階
に
公
文
書
分
室
を
設
置
）、

現
在
、
専
任
教
員
と
し
て
、
准
教
授
一
人
、
助
教
二
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
度
か
ら
は
、
広
島
大
学
の
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
と
し
て
、
大
学
全
体
の
公
文
書
管
理
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
、
広
島
大
学
の
重
要
な
法
人
文
書
を
一
元
的
に
管
理
し
、
整

理
・
公
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
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同
じ
く
二
〇
〇
四
年
四
月
に
は
、
名
古
屋
大
学
の
「
公
文
書
館
」
的
機
能
と
「
歴
史
資
料
館
」
的
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
大
学
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
と
し
て
「
名
古
屋
大
学
文
書
資
料
室
」
が
設
置
さ
れ
、
九
州
大
学
で
も
九
州
大
学
大
学
史
料
室
の
改
組
に
よ
り
「
九
州
大
学
大
学
文

書
館
」
が
設
置
さ
れ
た
。
九
州
大
学
大
学
文
書
館
の
機
能
・
活
動
は
、
①
大
学
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る
記
録
や
教
育
・
研
究
活
動
の
記

録
等
、
大
学
に
関
わ
る
様
々
な
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
・
公
開
、
②
収
集
資
料
の
調
査
・
分
析
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
た
大
学
史
、

大
学
論
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
等
の
研
究
、
③
大
学
史
・
大
学
論
等
に
つ
い
て
の
授
業
や
九
州
大
学
の
歴
史
に
関
す
る
授
業
、
④
九
州
大
学

の
歴
史
を
は
じ
め
、
大
学
に
関
す
る
各
種
の
情
報
を
学
内
学
外
に
対
し
て
提
供
す
る
な
ど
の
情
報
提
供
・
教
育
・
刊
行
、
⑤
九
州
大
学
百

年
史
の
編
集
（
二
〇
〇
九
年
よ
り
館
内
に
九
州
大
学
百
年
史
編
集
室
を
設
置
）
の
五
領
域
に
わ
た
る
。
現
在
、
専
任
教
員
と
し
て
、
教
授
一
人
、

准
教
授
一
人
、
助
教
一
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
五
年
五
月
に
は
、「
北
海
道
大
学
大
学
文
書
館
」
が
共
同
教
育
研
究
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
、
現
在
、
助
教
一
人
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
四
月
に
は
、
神
戸
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
、「
神
戸
大
学
文
書
史
料
室
」
が
同
大
学
附
属
図
書
館
に
設
置

さ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
四
月
に
は
、
東
京
外
国
語
大
学
で
も
「
大
学
文
書
館
」
が
発
足
し
、
同
年
一
〇
月
に
は
、
大
阪
大
学
に
法
人
文
書

資
料
部
門
と
大
学
史
資
料
部
門
の
二
部
門
を
も
つ
「
大
阪
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
が
設
置
さ
れ
、
准
教
授
一
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
二

〇
一
四
年
四
月
に
は
、「
東
京
大
学
文
書
館
」
も
設
置
さ
れ
た
。

　

過
去
の
歴
史
は
様
々
な
資
史
料
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
再
現
さ
れ
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
こ
そ
は
、
大
学
の
記
憶
装
置
で

あ
る
。
過
去
の
記
憶
を
失
っ
た
未
来
は
危
う
い
。「
早
稲
田
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
の
よ
う
な
大
学
文
書
館
を
念
頭
に
お
い
て
、
資
料
セ

ン
タ
ー
の
将
来
像
を
描
い
て
み
た
い
。

　

大
学
史
研
究
、
早
稲
田
関
係
者
に
関
す
る
研
究
の
深
化
・
発
展
を
は
か
る
こ
と
（「
大
学
史
研
究
セ
ン
タ
ー
」）、
早
稲
田
に
関
す
る
文
書
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館
機
能
と
博
物
館
機
能
を
強
化
し
（「
早
稲
田
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
「
早
稲
田
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」）、
教
育
機
能
を
さ
ら
に
発
揮
す
る
こ
と

（「
早
稲
田
史
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）。
こ
れ
ら
を
資
料
セ
ン
タ
ー
の
〝
こ
れ
か
ら
〞
に
展
望
し
つ
つ
、
鋭
意
、
百
五
十
年
史
編
纂
事
業
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
多
く
の
在
学
生
・
教
職
員
が
常
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
多
く
の
校
友

が
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
そ
し
て
、
国
内
的
に
も
、
国
際
的
に
も
、
多
く
の
利
用
者

が
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
、
資
料
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
存
在
意
義
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、「
早
稲
田
ら
し
さ
」
を
「
生
成
・

蓄
積
」
し
て
き
た
「
早
稲
田
の
地
」
こ
そ
が
、
そ
の
設
置
場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
。


